
〔今月の詩編〕

第３６篇

あなたを知る人の上に

慈しみが常にありますように。

心のまっすぐな人の上に

恵みの御業が常にありますように。

通巻3790号／毎週日曜日発行／ 2024.8.4
キリスト品川教会 品川区北品川4-7-40
TEL.03-3443-1721 www.gloria-chapel.com

三位一体後
第10主日

主イエスは「あなたがたは、わたしを愛している

ならば、わたしの戒めを守る」と語られました。

「戒めを守りなさい」とお命じになるのではなく、

「愛しているなら、わたしのことば通りに生きる」

と語られたのです。

本当に自分が愛し、尊敬し、重んじる人がいるな

ら、その人からの一つ一つのことばを聞き逃すこと

のないようにして聞き、その一つも地に落ちるよう

なことがないように心がけ、また行うのです。人々

からその方のことばが誤解され、人々から評論され

たりすることにも鋭敏に反応し、もし侮辱されるよ

うなことを見聞きすれば、自分が侮辱される以上に

憤りを覚えるのです。それはその人を愛しているか

らです。

弟子たちのみならず、今日の私たちの主イエスへ

の愛も、キリストのことばをどのように聞き、受け

止めているかは、究極的にはこの方の言われる通り

行うかどうかに、顕著に表れるでしょう。言うまで

もないことですが、単に言われた通り行うことでは

なく、その語られた御心に全く差し障りないように、

御心通りに行うということに、その人の愛が表され

るのです。

一方「あなたがたは、わたしを愛しているならば、

わたしの戒めを守る」とは「わたしをどれほど愛し

ているのか」と、弟子たちの心を見測るために語ら

れたことばではありません。そもそも愛とは「主の

もの」ではないでしょうか。

ヨハネの福音書１３章の冒頭は「弟子たちを最後

まで愛された」と始めています。彼らの足元までへ

りくだられ、一人一人の足を洗われたのです。自分

の子供の足の汚れをきれいに洗う親を思い起こすと、

理解しやすいかもしれません。

そして、その足を洗われる場面は、主の弟子たちへ

のこれまでのお姿を表しています。何よりもこの後、

主は十字架に向かって歩かれるのです。１１人の弟

子は、自分のために十字架を背負われる主を見るの

です。主の流される血、裂かれる肉を見るのです。

その肉と血を食し、彼らは「愛」を知るのです。

主の愛はそれにとどまることなく、「父にお願い

しよう。父は別の弁護者を遣わして、永遠にあなた

がたと一緒にいるようにしてくださる」と語られま

した。別の弁護者、すなわち聖霊は彼らと共におら

れ、彼らからあらゆるこの世の汚れを取り除き、主

イエスの柔和に、忍耐に、慈しみに、神への恐れに、

また彼らの業を主イエスの業へと変えてくださるの

です。

十字架と死と復活。真理の霊による人の新生。私

たちはいったい何を聞いているのでしょうか。人は

何者なのでしょうか。これほどの慈しみが注がれる

とは。主は真理の聖霊を、この世は見ようとも知ろ

うともしないとお語りになりました。主イエスを与

え、聖霊を与えられる神の御心に、人はいったい何

をしているのでしょうか。それでも、主は救いの御

手を差し伸べられ続けておられるのです。キリスト

を通してなされた神の慈しみと絶大なる御業への恐

れと感謝と賛美をささげていきたいのです。

父の御心に従って、人のためにすべてを成し遂げ

られた御子が「あなたがたは、わたしを愛している

ならば、わたしの戒めを守る」と語られました。主

イエスを愛する者は、主イエスのことばを守る者で

す。主イエスのことばを愛し、一つ一つのことばを

聞き逃すことのないようにして聞き、その一つも地

に落ちるようなことがないように、その御心を行う

ことを喜びとして生きていきたいと思います。

（ヨハネ１４・１５～３１ 黄 允湜 牧師）

わたしを愛する人は



◯ 今週もバイブルスクールを行います。事務所前とロ

ビー掲示板にある予定表をご確認の上、どうぞご参

加ください。場所は地下ホールです。

《 ぶどうの会より 》

礼拝後、第２・３シオンルームで行います。

《 憩いのみぎわ誌・編集室より 》

本日皆様の状差しに、憩いのみぎわ誌次号（最終号）

のご報告をいたしました。あわせて最終号への「寄稿

依頼」の協力をお願いしております。

《 次 週 の 礼 拝 》

子ども礼拝（午前９時２０分・地下ホール）

説 教 「モーセの誕生」

聖 書 出エジプト２章１～１０節

説教者 宮間 彰広 兄

主日礼拝（午前１０時３０分）

讃美歌 ６７番 １６８番

説 教 「他人の信仰によって救われる」

聖 書 マルコ２章１～１２節

説教者 吉村 和雄 名誉牧師

夏季礼拝 (１０時３０分より）

司 式 山下 純一 兄

聖餐司式 黄 允湜 牧師

○前 奏「プレリュードト長調」J.S.ﾊﾞｯﾊ

○讃 美 １２番

○十 戒

○告白の祈り

○奉 献 頌

○使徒信条

○牧会の祈り

○主の祈り

○聖書朗読 使徒５章１２～２６節（新約 P.221)

○説 教「この命の言葉を告げなさい」

宮間 彰広 兄

○讃 美 ２６６番

○聖 餐 「わがイエスより離れじ」J.G.ｳﾞｧﾙﾀｰ

○報 告

○頌 栄

○派遣の言葉

○祝 福

○後 奏「教会ソナタ イ長調」W.A.ﾓｰﾂｧﾙﾄ

子ども礼拝 (９時２０分より・地下ホール）

説 教 「あなたの信仰は立派だ」

聖 書 マタイ１５章２１～２８節

説教者 吉村 和雄 名誉牧師
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《 今 日 の お 知 ら せ 》


